
キャップの実務知識（その2）　『  ガス入りのお酒のキャップ  』
キャップ製造は、きた産業のコア事業部門。不定期連載で、キャップを実際にお使いの皆様にお役に立つ情報をお届けします。
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【スライド1】　前回は「PPキャップ」（ノンガス用）について解説しました。今回は「ガス入り」、しかもリキュールや清酒・焼酎な
どで多い「キャッピング後、熱殺菌するガス入り製品」に対応するキャップをまとめて解説します。　【スライド2】　ガス入りには通常、
この 3種が選択肢となります。耐圧については、コメント欄に記載している通り「3.5GV 以下」が一つの目安です。

【スライド 6】（＊ダイジェスト版なので、スライド 5を飛ばしています。以下も何枚か省略）　マキシキャップも多くのガス入り酒類にお使いいただい
ています。マキシキャップ専用規格の壜口（王冠口に比べて、リップ最大外径部分が0.22㎜下がり、リップ下凹みが0.3㎜上がっている。
クリンプ力を上げるため）が推奨です。マキシキャップは王冠口の壜にも使用できますが、所定の耐圧性能が出ないほか、内圧が高
い場合は開栓時にキャプが飛ぶ危険もあります。逆に、王冠をマキシ口の壜に使用した場合は、抜栓時に壜口が割れる可能性があり
ます。　【スライド 7】　他のキャップの打栓ヘッドと比較すると、王冠の打栓ヘッド（スロート）はとてもシンプルな構造。王冠は、
打栓管理がラフでも比較的密封性能を保ちやすい「許容度の高いクロージャ」ですが、ガスが入っている場合はクリンプ径管理をしっ
かり行う必要があります。クレーム上位に「栓抜きで壜口が欠ける」ことがあることからも、クリンプ径管理は重要です。なお、マ
キシキャップと王冠には「脱酸素ライナー」仕様があり、地ビールでは広く使われています。

【スライド3】【スライド4】　清酒・焼酎・ワインのメーカーの皆さんが一番多くお使いの「30STD」キャップのシーマーは、キャップ天
面を押さえるプレッシャブロックが水平であることが多いのですが、「28SH」（シャロー、と呼びます）のプレッシャブロックは図のよう
な構造になっていて、キャップ天面端部を絞り込みます。品質管理上は、キャップの絞り込み深さを「専用ゲージでアルミ圧延方向に2
か所測定し1.8mm以上あること」を確認します。（ネジ深さの管理については、前号の「PPキャップ」と同じです。）トッププレッシャ
は一般的な「30STD」キャップの2倍くらいの1900～ 2100N(190～ 220Kgf) が必要です。シーマーの機種によっては、これだけのトッ
ププレシャが出ないもの、またトッププレッシャをかけるとフレームが歪んで正常に巻けないものもありますので、ご注意ください。
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【スライド 9】　まだ多くは普及していませんが、30STD口規格のびんに適応する耐圧キャップも開発していて、当社ではこの 3種類
を供給しています。ガス入り清酒・リキュールなど、キャッピング後に熱殺菌（パストライズ）を行うものに適しています。外径が
大きいので28SHより開封しやすいほか、外観も28SHより酒類向きだと好評です。　【スライド10】　30STD規格とはいえ、キャッパー
は通常より強いトッププレッシャとサイドプレッシャが必要で、かつ、専用のテーパーの付いたプレッシャブロックが必要です。

【スライド14】　現在市販されているガス入り清酒・リキュールの多くはキャップ打栓後、パストライズしています。ガスボリューム
毎に温度が上昇した場合の内圧を表にしたものですが、65～ 70℃のパストライズ温度域を注目してください。一般論としてガラス
壜は9kgf/cm2 程度を超えると破壜等のリスクがありますので、商品化の場合は3.5GV 程度を上限とすることをお勧めしています。
（このチャートの計算方法について時々質問を受けます：ベースは、実験的に既知となっている炭酸ガスの1atm、t℃における溶解度
F(t)mol/ｋｇのグラフを用います。1mol の体積は 22.4ℓなので F(t) を GVに換算すと22.4 xF(t)、さらに、「ヘンリーの法則」で絶対
圧が出ます。これから1気圧を引くと、スライド14に示す、温度ごとのゲージ圧が算出できます。）なお、シャンパンは5.5GVくら
いもありますが、熱殺菌行程がありません。　【スライド16】　ガス入り製品には、耐圧性能のある壜を使ってください。また、パス
トライズする場合の温度ショック（⊿ t）は、最大でも40℃以下にする必要があります。⊿ tが大きいと、破壜のリスクがあります。

【スライド17】　キャップの耐圧性能
の面からも、ガラスびんの耐圧性能
の面からも、上限3.5GV程度をおす
すめしたいことは既述の通りですが、
充填機の性能面でも、3.5GVを超え
ると急激に充填が難しくなります。
【スライド18】　「トンネルパストラ
イザー」ではシャワーが壜肩部から
かかる方式だと、キャップに対する
負荷は軽減されるので好ましい。3
枚の小さな写真は、当社社内で使っ
ているラボ用のシャワーパストライ
ザーです。
【スライド19】　ガス入り製品の品質
管理には内圧測定が欠かせません。
キャップを穿孔して内圧を測定する
ツァームの測定機が業界標準です。
【スライド20】　特殊な選択肢でこの
ようなものもあります。シャンパンコ
ルクはパストライズを前提としてい
ませんが、実際にはスパークリング
清酒・リキュールで採用され、パス
トライズしているケースもあります。 
    　text =品証・環境部　水畑
　　　　　　＋企画開発G　山本
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